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秋季大会を終えて 
８月２２日より秋季東北地区高校野球大会県南支部予選が行われました。 

  （高野連ＨＰより一部抜粋） 

 

前日の雷雨により１日延びた須賀川高校との試合では、２回裏に一点を先制され、続けて３回裏にも三点をとられた

が、４回表に５番大高がスクイズを決め、二点差に縮めた。４回裏からリリーフ丸山が登板し、９回まで無失点に抑

えた。５回表に一点を入れ、一点差に追いつくものの、その後旭打線を発揮出来ず、惜しくも負けてしまった。 

 

白河実業高校との試合は、両者ともチャンスはあったものの、得点につなげることが出来ず、０対０で迎えた６回表、

先頭打者を四球で出塁させ、４番のヒットで一点を先制されてしまった。しかし、８回裏、３番近藤のヒットに続き

四球でチャンスを広げ、７番吉野、８番池田の連続タイムリーヒットで四点を奪い、逆転で勝利した。 

 

須賀川桐陽高校との試合は、初回に四球と失策で先制を許してしまったが、６回裏、１番本宮優聖がヒットで出塁し

流れを作り、その後もヒットが続き四点を入れ、さらに、８番齋藤がスクイズを決め二点を追加した。その後、７回

表に点を入れられるも、８回表には６－４－３の併殺もあり後続を抑え見事勝利した。 

 

リベンジとなる須賀川高校との試合は、初回に一点を先制され、その後も四球でチャンスを多く与えてしまい、６回

裏にも一点を奪われた。７回表、４番齋藤がヒットで出塁し、相手の失策と６番塩田のヒットで一点を入れ、一点差

に追いついたが、７回裏に、相手打線を見せつけられ、惜しくも負けてしまった。 

目標の県大会出場は叶わなかったが、多くの課題がみつかり、成長に繋がる試合となった。 
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